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　新年明けましておめでとうございます。旧年中は日建

協に対し、さまざまなご意見やご指導をいただきまして

有難うございました。私たちは皆さまからいただく声をし

っかりと活動に活かしてまいりたいと考えています。引き

続きのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

　さて、2013年を振り返ると、最も日本を賑わせた話

題の一つに2020年に東京オリンピックの開催が決定し

たことが挙げられます。経済が回復局面にある中で、更

に心を浮き立たせるようなこの明るいニュースは、国民

のひとりとして非常に喜ばしいことであると感じています。

建設産業にとっても、オリンピック施設の建設などを通じ

て、世界的イベントに参加できる喜びを味わうことがで

きるという点で歓迎すべき出来事ではないでしょうか。

今後、オリンピック関連施設の建設だけではなく、本格

化する東日本大震災の復興工事、リニア新幹線の着工

などによって、建設産業の重要性が改めて世間から注

目されることは間違いありません。これらひとつひとつを

契機に建設産業が活気づき、この誇るべき産業へ入職

を志す若者が増えることを願ってやみません。　

　ただし、これらのニュースには私たち建設産業で働く

組合員にとって、単純に喜んでばかりはいられない一面

もあります。組合員の労働環境は、常態化した長時間

労働や入職者の減少による人手不足など、非常に厳し

い状況におかれています。そのような中、オリンピック

の開催の決定によって、労働環境の悪化に一段と拍車

がかかるのではないかと危惧されます。建設産業にお

ける世界的な労働組合組織であるBWI*は、2022年に

FIFAワールドカップが開催されるカタールの事例を基

に、巨大スポーツイベントはそこで働く人たちの過酷な

労働によって成り立っている、と報告しています。移民

労働者の多いカタールと今の日本は簡単に比較できま

せんが、今後日本でもこれに似た状況が発生し、労働

環境がますます悪化する危険性が考えられます。この危

険性を排除しなければ、私たちは安心してオリンピック

の開催を受け止めることはできません。

　2014年、今は建設産業で働く私たちにとって、労働

環境をより良いものに変えていくチャンスです。これまで、

過度な短工期、行き過ぎた価格競争、次世代を担う人

材の不足など建設産業が疲弊している中で、官民一体

となってこれを改善しようとする動きが見えてきました。

設計労務単価の引き上げや、適正な価格や工期での受

発注の促進、など多くの施策や決議が打ち出されてい

ます。このチャンスをしっかりとものにするため、日建協

は目の前の一つ一つの活動に熱意を持って取り組んで

まいります。そして、皆さま組合員一人ひとりも、どうか

声を上げ、一体感を持って活動していただきたいと思い

ます。連帯した行動は産業を変える大きな力になります。

　最後になりますが、本年は日建協結成60周年を迎え

る節目の年となります。先輩方が築きあげてきた歴史を

ベースに、日建協は31,000人の加盟組合員の結束力を

もって、ワーク･ライフ･バランスが実現できる環境、そし

てここで働く誰もが誇りを持てる産業を目指していきます。

　さあ建設産業の明るい未来に向けて、ともに新しい一

歩を踏み出していきましょう。

　　　　* Building and Wood Workers International
 　　  　　  国際建設林業労働組合連盟

日本建設産業職員労働組合協議会　　議 長　植村 芳輝

活気ある、明るい産業とするために

2014年　年  頭  所  感

新年にあたり、加盟組合委員長の好きな言葉（座右の銘）をご紹介

します。今年も一年、ともに力を合わせて進んでいきましょう！

委員長の 「好きな言葉」座右の銘新年にあたって

2014年　委員長の「新年にあたって」
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2014年　委員長の「新年にあたって」2014年　委員長の「新年にあたって」
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日建協結成の経緯
●昭和21年2月　清水組従組の結成を皮切りに、 建設産業の労働組

合が相次いで結成。（当時、公然と組合結成準備ができるケース
は少なく困難が伴った。）
●昭和23年11月　「全日本建設工業職員労働組合協議会 （全建協）」

誕生。安藤・池田・日産土木・大林・鴻池・清水・西松・間の8組合、

組合員数10,037名でスタート。（全建協誕生は、業界初の労働者
の団体として、建設産業の歴史に新しい１ページを加えた。）
●昭和25年10月　「全建協」 解散、 その翌月 「建設業職員組合懇談

会」 を17組合で発足。 その後、 毎月例会を開催。（労働運動は資
本の側の圧力のもと多難となり、全建協は組織の存続を図るも解
散となる。）

●昭和28年5月　東京で20組合により 「日本建設産業職員労働組合

関東地区協議会」 が結成。 翌月、 関西で11組合により 「日本建設

産業職員労働組合関西地区協議会」 を組織。

●昭和29年６月　兵庫県にて行われた第3回東西地区合同協議会に

おいて、 日建協の全国組織結成を決議。

私たち日建協の歩みを振り返ってみよう！私たち日建協の歩みを振り返ってみよう！私たち日建協の歩みを振り返ってみよう！私たち日建協の歩みを振り返ってみよう！
機関誌Compassは、 1954年12月の初刊から発行を積み重ね、 今回をもって発刊800号となりました。

この特集では、 これまでの歩みを振り返ることで学ぶことも多くあると考え、 日建協結成からの活動の歴史を、 Compassの発行に順じて駆け足で紹介します。
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第42号より新聞形
式となる。

結成以来30年発行を続けてきた「日建協
ニュース」→「Compass」へ機関誌名変更。
「Compass」は、新しい組合活動のあり方
を模索し、魅力ある産業づくりに取り組む
日建協にとって、進むべき方向を見出す『羅
針盤』との願いを込めて命名されました。

今日の日建協活動
東日本大震災の復興工事の本格化や2020年東京オリン

ピック開催決定など、いっそうの労働負荷の増加が危

惧されるなか、労働環境の改善をめざし、政策提言活

動や時短推進活動に全力で取り組んでいます。また、次

世代の産業の担い手確保や人材流出防止のため、産業

全体の魅力化にむけた取り組みに注力しています。
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図
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第1号 第42号 第100号

第300号

昭和29年（1954年）12月発行 昭和36年（1961年）11月号 昭和45年（1970年）10月発行

昭和55年（1980年）3月発行

平成7年（1995年）4月発行

昭和59年（1984年）1月発行

昭和34年（1959年）
6月発行

●マリリン・モンロー来日
●ビキニで米水爆実験。第五福竜丸が被曝
●初の集団就職列車（青森・上野間）が運行
●日本初の『缶入りジュース』発売
●自衛隊発足
●「ゴジラ」が公開される

1954年 1961年 1970年

1980年

1984年1995年2011年2013年

●米大統領に、ジョン・F・ケネディ就任
●人類初の有人宇宙飛行「地球は青かった」
●「巨人・大鵬・卵焼き」が流行語となる
●60年代ツイストブーム
●ベルリンの壁建設　

●グリコ・森永事件
●新紙幣発行「1万円札福澤諭吉」
　「5千円札新渡戸稲造」「千円札夏目漱石」
●日本、世界一の長寿国へ

●阪神・淡路大震災
●地下鉄サリン事件・オウム事件摘発
●大相撲・若貴優勝決定戦
●野茂、大リーグ新人王に

●東日本大震災
　M9.0 世界最大級

●伊豆大島で土石流災害
●台風30号 フィリピン中部直撃
●富士山、世界文化遺産に
●2020年のオリンピック開催地が
　東京に決定

●大阪でアジア初の万国博覧会開催　EXPO'70
●共産主義者同盟赤軍派　「よど号」ハイジャック事件
●銀座・新宿・池袋・浅草の4か所で日本初の「歩行者天国」実施
●三島由紀夫事件

●国産初の液晶型携帯ゲーム機『ゲーム＆ウォッチ』発売
●新宿バス放火事件
●イラン・イラク戦争
●山口百恵さよならコンサート　

・・・・・世の中の動き・・・・・
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海外企画

海外作業所のお昼ごはんってどんな感じ？

Negara Brunei Darussalam（マレー語）

भारत गणराज्य

　日建協では、ゼネコンの海外進出に伴い、加盟組合間の海外の情報展開を図りたいと考え、今回コンパスにおいて海外特集を
企画しました。海外作業所のお弁当（昼食）の紹介を通じて、現地で活躍されている皆さんの様子をお伝えします。

ブルネイ 飛島労組～東南アジア～

2ブルネイドル(BND)　約160円

350ケニアシリング(KES)　約410円

3シンガポールドル(SGD)　約240円

3.5シンガポールドル(SGD)　約290円

450ルピー(INR)
約740円

Jamhuri ya Kenya（スワヒリ語）ケニア 東洋職労組～アフリカ～

Republic of Singapore（英語）シンガポール 奥村職組～東南アジア～

（ヒンディー語）インド 三井住友社組～南アジア～

Republik Singapura（マレー語）シンガポール 五洋労組～東南アジア～

TOPICS　本工事は、ブルネイ国王の宮殿（通称イスタナ）と首都
バンダー・セリ・ビガワンの間に位置し、そのため交通量が多く、朝
夕の渋滞緩和のために計画されたＴ字交差点の道路立体交差化工事
です。スタッフとして、日本人、ブルネイ人、フィリピン人、インドネシ
ア人、中国系マレーシア人が働いており、毎日いろいろな国の言葉が
事務所の中で飛び交っています。それゆえ、悪口を言われていても分
かりませんが。当作業所のモットー、1. Collaboration、 2. Enthusiasm、 
3. Never Give up を念頭にみんなで力を合わせて頑張っています。

TOPICS　当作業所の周辺には20世紀前半に建てられたショップハウスと
呼ばれる1階が店舗、上階が住居になった低層建築が軒を連ねています。ト
ンネルの一部はショップハウスの地下を通過するため、計測管理や建物の補
強工事を実施しています。歴史あるショップハウスにも気を使いながら私たち
もシンガポールの新たな歴史の１ページを作るべく工事を進めています！

TOPICS　モンバサ港はインド洋の海岸線より運河を
8㎞入った場所にあり、穏やかな海象条件に恵まれて
います。1年を通して暖かく、近くの砂浜では地元の
子供たちが海水浴を楽しんでいます。施工は昨年末よ
り開始し、大型浚渫船で25㎞離れたインド洋より海砂
を運搬し6月に埋め立てを完了、現在は岸壁の施工を
行っています。資材や建設機械は国外から輸入してお
り、見たこともない大型重機や施工方法にケニアの技
術者たちが高い興味を示しています。

TOPICS　チャンギ空港近くの工事現場で中心部から離れており、低層住宅の居住地域となって
います。分譲マンションの特徴としては、プールなど入居者が使用できるスポーツ施設があります。
作業所スタッフはシンガポール人より外国からのスタッフの方が多いです。労働者はインド、中国、
タイ、バングラディシュとシンガポール周辺の国からの労働者によって施工が行われています。

TOPICS　ニューデリー日本人学校は、閑静な住宅街にあり、周辺住民からの苦情に対応しながら作業を行っています。また、校内に生徒が多数いるため、
安全には細心の注意を払って作業をしています。インドの経済は、世界２位の人口に裏打ちされたポテンシャルにより、長期的視点から伸びていくと考え
られ、それに伴い、日系企業進出が見込まれ今回の増築工事に至っています。竣工まで残りわずか、安全第一、工期厳守で日々作業を行っていきます。

インドネシアの協力会社の弁当

を分けてもらっています。いつも

四種類、ごはん、野菜料理、魚

肉料理、季節のフルーツで構成

されています。今回は、魚を揚

げたものに唐辛子ベースのたれ

を絡めています。野菜は空芯菜

をオイスターソースと唐辛子で炒

めたもの、フルーツは梨のような

味のものです。

当作業所の食堂はバイキング形

式であり、一品あたり1ドルで加

算され、3ドル程度の食事を取っ

ています。食堂経営者及び調理

する人はシンガポール人です。労

働者はインド系、中国系が多くイ

ンド系はカレー、中国系は豚肉料

理を好んで食べています。宗教

的な要素から鶏肉が主に使われ

ており、各々の出身国によって基

本的に味付けが異なっています。

シンガポールでザ・お弁当と言えばこれ。通称「ぶっかけ飯」。正式名称はエコノミーライ

スと言います。店頭に並んだおかずの中からお好みをチョイスすればそのまんまご飯にのっ

けて、はい毎度！

当作業所は、各日本人寮に

インド人コックを雇っており、

毎朝日本食弁当を作ってくれ

るため、食事の心配がなく、

大変助かっています。味も

美味しいです。個人的には、

関西人にとって少し濃い味付

けだと感じます。弁当の中

身は、白飯、キャベツ入り味

噌汁、チキンソーセージ、

豚肉入り野菜炒め、ハンバー

グ、ほうれん草です。

日本人職員がメイドに料理を教えて

品数は少しずつ増えています。ケニ

ア人は魚貝類を食べる習慣が少な

く、おかずは肉料理が主流。ですが、

今回の中身は白身魚のフライと白菜

のおひたし。野菜はケニアの高地で

生産され種類も豊富で新鮮です。

現在のようにお弁当を事務所で食べ

られるようになったのは、10ヵ月ほ

ど前からです。見た目は日本食でも

味は薄味で日本人の舌には何か物

足りない･･･。そこで役に立つのが

「キッコーマン醤油」。現地のマー

ケットで購入可能です。ちなみに、

ケニア人の現地職員は豆の煮込み、

とうもろこしの粉で作ったウガリ（見

た目はマッシュポテト）、牛肉のケ

チャップ煮込みなどをよく食べます。

以前、地元食堂でランチを食べて

いた頃は、バックに忍ばせた「ほん

だし」をひとかけし、ダシの効いた

日本食に味を化けさせて食べている

人もいました。

【作業所概要】

工事名：モンバサ港コンテナターミナル開発工事 
発注者：ケニア港湾公社
工　期：2012年 3月～2016年2月 
その他：コンテナターミナル建設（岸壁：水深15m、
　　　   11m）、埋立480万㎥、35haコンテナヤー
　　　   ド、取付道路、鉄道設備、管理棟

【作業所概要】

工事名：パークオリンピアマンション新築工事
発注者：コー不動産
工　期：2012年 8月～2015年 2月
その他：RC 造地下1 階、地上7～9 階
 　　　  共同住宅 (8 棟 486 戸 )、地下駐車場（500台）
　　　   スポーツ施設

【作業所概要】

工事名：ニューデリー日本人学校増築工事
発注者：Gakko Bunka Education Society
工　期：2013年5月～2014年 2月
その他：RC造、4階建、延床面積2,218㎡
　　　   建築面積554㎡、教室数20、エレベーター１箇所

【作業所概要】

工事名：バブラジャ・ツトンインターチェンジ建設工事
発注者：ブルネイ政府開発省公共事業局
工　期：2012年 6月～2014年12月
その他：Ｔ字交差点交通渋滞緩和のための道路立体交差化工事
　　　  掘削工 ;24,000㎥、盛土工 ;78,000㎥、
　　　  購入土 ;43,000㎥、新設舗装 ;25,000㎡、
　　　  緑石工 ;17,000m、ガードレール ;3,500m他

【作業所概要】

工事名：Contract 933 - Construction and 
　Completion of Jalan Besar Station and 
　Associated Tunnels For DownTown Line Stage3
発注者：Land Transport Authority of Singapore
工　期：2011年 8月～2016年12月
その他：地下鉄駅舎1箇所及び隣接駅間を結ぶ
　　　  トンネル4本、開削部延長262ｍ
             東側トンネル 1,230ｍ×2本
             西側トンネル 1,120ｍ×2本
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海外作業所のお昼ごはんってどんな感じ？

Cộng Hoà Xã Hội Chủ Nghĩa Việt Nam （ベトナム語）

　海外のお弁当企画はいかがでしたか。現地の料理人に日本食を作ってもらっている作業所や、一般的な地元料理を食べている作業所
など、お昼ごはん一つとっても様々でしたね。どの記事からも、国内とは違う労働環境の中で、日々仕事に邁進されている海外赴任者の
生活ぶりを窺い知ることができたと思います。ご協力いただきました組合員の皆さん、ありがとうございました！

50,000ドン(VND)　約250円

60コルドバ(NIO)　
約240円

35ペソ(MXN)
約270円

15クワッチャ(ZMW)
約280円

20ペソ(MXN)　約160円 35ペソ(MXN)　約270円

ベトナム りんかい日産職組～東南アジア～

República de Nicaragua（スペイン語）

ニカラグア 安藤ハザマユニオン
～中南米～

Estados Unidos Mexicanos（スペイン語）メキシコ ～北米～

Estados Unidos Mexicanos（スペイン語）

メキシコ

～北米～

Republic of Zambia（英語）ザンビア シミズユニオン～アフリカ～

フジタ職組

TOPICS　当プロジェクトは、ホーチミン市から南東に80kmほど行ったバリア・ブンタウ省
に位置し、一般貨物ターミナルの新設工事で、JICAによるODA支援工事です。ターミナルの
桟橋部は、鋼管杭とPHC杭の組み合わせによる杭式桟橋構造（延長600m×幅40m）です。
完成後はパナマックス型バルカー船（6～ 7.5万重量㌧　船幅32.2m以内)サイズが対象船舶
となります。現場最盛期にはローカルエンジニア100人と1000人程度の作業員が港建設に従
事していました。

TOPICS　首都マナグアより車で約4時間の場所で橋を建設していま
す。現場周辺には殆ど民家は無く、あるのは広大な牧場とみかん畑です。
自宅から通えない現地エンジニアも多く、現場事務所兼宿舎で共同生
活をしている人数は、日本人も含め13名にのぼります。慣れてしまえ
ば通勤時間 “０” と非常に楽です。現場も順調に進んでおり、毎日残
業続きで苦しいという事もありません。月に1回程度ですが、首都での
んびり過ごす休暇が楽しみです。竣工まで残りわずかであり、橋もまも
なく全線つながります。ニカラグアにお立ち寄りの際は、ぜひ当現場
へお寄り下さい。

TOPICS　当作業所は、日本人職員計14名（うち出張2名）、メキシコ人
ローカルスタッフ24名、計38名で構成されています。現地ワーカーを含
めると、本日現在350名程度が就労しており、今後最盛期には、1日あた
り千名以上が本工事に従事すると見込んでいます。朝礼では、ラジオ体操
の後、『安全は全てに優先する（スペイン語でAnte todo, primero 
seguridad !）』を皆で唱和しています。文化の壁を乗り越え、日本人・メ
キシコ人を問わず一人ひとりが切磋琢磨しながら絆を深め、工事に関わっ
た者、皆の記憶に残る仕事をするため、今日も一日笑顔で楽しく頑張ります！

TOPICS　ルサカ市内の交通渋滞を緩和することにより、
市民の生活環境を改善し、地域の経済活動を活性化する
ために、内環状道路や接続道路などを日本の無償資金活
用により整備しています。未開の荒れ地の表土剥ぎから始
めていきますが、大きな岩が多く、発破をしながら工事を
進めています。10月～11月が小雨季、12月～3月が雨季の
ため、工事ができない日が多くなりますが、晴れた日の施
工促進に努め、乗り越えていきたいと思います。

TOPICS　作業所は、アグアスカリエンテス市街中心部から南に40kmほどの空港
近くにあります。周辺は牧草地という場所。朝夕と日中の気温差が20度以上あり、日中
は陽射しが強くよーく陽に焼けます。先日は作業員500名程度が働く中、近くの牧草地
の牛が作業所敷地を横断し前面道路の中央分離帯で美味しそうに草を食べていまし
た。牛馬は、ごく普通に周りにいるので誰も気にしていませんが…。酒はメキシコと言
えばテキーラ。メキシコに来られた際には、タコスとテキーラを是非ご賞味あれ。

専属のベトナム人料理

人（1人）が日本人とフィ

リピン人用、約 20人分

を、和食中心に作って

くれます。写真のメ

ニューは白米、味噌汁、

ゆで卵、ゴーヤサラダ、

豚の角煮です。

今日のお昼はトンカツ

がメインで、生野菜、

パスタサラダが添え

られています。首都

から 5 時間離れた田

舎にいるため材料が

限られていますが、と

ても美味しいです。

白い大きなお餅のようなものは

シマというザンビアの主食です。

トウモロコシを粉のように挽いた

ものを鍋で戻して食べます。あま

り味はありません。手でコネなが

ら食べるのがコツです。おかず

は主に野菜です。オクラやホウレ

ンソウのような野菜に味付けした

ものです。

作業所の前に朝で７件、昼で 5 件

程の屋台が出ます。独特なチリが

ベースなので日本人は少し苦手で

すが、特にこの屋台のタコスは美味

しくて評判です。他にもトルタ、グ

リンガーが人気です。

本日のメニューはメキシコの

一般的な家庭料理。ひき肉

と豚モモをチリソースで炒め

たもの、ほうれん草の卵炒

めに定番のペースト状のフリ

　ホーレス（豆）。パスタの

　　コンソメスープに主食

　　のトルティーヤ。現場

　　事務所横に、大型テン

　　トを設置して食堂として

　　利用しています。昼食

　時間は、日本より１時間遅

く、13時～14時迄です。

【作業所概要】

工事名：チーバイ・ゼネラルカーゴターミナル建設工事
発注者：ベトナム運輸省
工　期：2008年10月～2013年 2月
その他：桟橋工、浚渫工、護岸工、土工、地盤改良工、   舗装工、排水工、建築建屋工
当工事はＳＰ五洋建設との
共同施工プロジェクトです。

【作業所概要】

工事名：サンタフェ橋建設計画
発注者：ニカラグア共和国　公共事業省

【作業所概要】

工事名：ザンビア・ルサカ南部地域居住環境改善計画
発注者：ザンビア共和国地方自治住宅省
工　期：2013年1月～2014年11月
その他：ルサカ市南部地域における道路新設、道路総延長14.853km
　　　　2車線のアスファルト舗装、幅員 (1車線あたり)3.5m

【作業所概要】

工事名：JMEX#2　NEW PLANT CONSTRUCTION PROJECT
発注者：Mexico　S.A.de C.V
工　期：2013年 2月～2014年1月
その他：工場（敷地面積：約300,000㎡　
              施工床面積：約50,000㎡　S造一部地上2階）

工　期：2011年6月～2014年4月
その他：橋台2基、橋脚9基、
　　　   橋長362ｍ

【作業所概要】

工事名：（仮称）ホンダメキシ
　　　　コトランスミッション
　　　   工場新築工事
発注者：HONDA DE MEXICO
 　　　  S.A. DE C.V
工　期：2013年 8月～
　　　   2014年11月
その他：鉄骨造、延床面積
　　　   56,597㎡








